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国内のソバ作付面積・単収

単収：55 kg/10a

北海道

東北

関東以南

27%

38%

34%

作付面積：69000ha

九州

約2500 ha

（農林水産省統計部「令和6年産そば（乾燥子実）の作付面積及び収穫量」）

令和6年産そば（乾燥子実）の作付面積及び収穫量



国内のソバ作付面積・単収
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R7年に改訂された食料・農業・農村基本計画では、

2030年までに年間4.9万トン（単収70 kg）を達成するという方針が示された

近年のソバ作付面積・収量の推移

そば生産努力目標（R7改訂）
：49000t

作付面積(ha)

単収（kg/10a）

：70kg/10a

収穫量（t）



日本のソバ自給率

自給率：30%前後（ほとんどが中国からの輸入）
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中国では、作付面積・生産量ともに減少傾向→国産の引き合いが高まっている

国内生産

34%

中国輸入

44%

その他

22%

令和6年度そばの需給状況

国産と輸入の価格差が縮小

（農林水産省統計部「作物統計」）
（日経マンスリー）



ソバの品種開発拠点

農研機構のソバ育種人数(2026年2月現在）

南西諸島

5名（育種、栽培研究・品質研究等兼務）

3名

2名

九沖春まき栽培（4-6月）

北農研栽培（6-8月）

九沖夏まき栽培（9-11月）

＊年3回圃場選抜（シャトル選抜）

北農研と協力して育種を進めている

＊長野県、山形県と連携

九沖研では北海道以外の
地域のソバ育種を担当。



春まき： 試験圃場0.75ha、増殖圃場2.5ha

夏まき： 試験圃場0.75ha、増殖圃場2.5ha

試験圃場の様子
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「はるかみどり」 「常陸秋そば」「NARO-FE-1」

中間夏型 中間秋型 中間秋型

150cm
夏まき

関東以南での生育に適し、

春まき・夏まきの1品種2期作が可能である。

「はるかみどり」の草型

・1品種で2期作することで、
野良生えによる品種の交雑を防ぐ

・初期の台風被害後の播き直しが可能

関東以南

2期作適性のメリット



2期作（春・夏）の課題

「はるかみどり」の

で被害を軽減

難穂発芽性

難脱粒性

●収穫時期の高温・多湿

→穂発芽による被害粒増大・品質低下

●生育時期に台風が重なるリスクが高くなる

→台風による脱粒

●適期収穫が難しい

→成熟期を過ぎるほど脱粒のリスクが高くなる

春まき（4-6月）の課題 夏まき（8-10月）の課題

▲穂発芽種子でつくったソバ

共通の課題



難脱粒系統
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難脱粒系統は、2倍程度強い力で引っ張らないと脱粒しない（約90g）

切り離すのに必要な荷重（抗張強度）
を測定した。

引っ張る

W/SK86GF

難脱粒性の育種

イネの抗張強度（約150g）に対し、ソバは脱粒しやすい（約40g）



難脱粒性の育種

太い

キタワセソバ 難脱粒系統 キタワセソバ 難脱粒系統

「難脱粒系統」は、花弁の一部が ”ガク化” した
グリーンフラワーで小花柄が太く、脱粒しにくい。



1999年 2013年頃 2015年 2017年

W/SK86GF

道内遺伝資源
芽系34号

九系29

16春交6-08GF固定

九系28
九州9号九系41-2

2022年

難脱粒・難穂発芽・多収

2025年
品種登録
出願

難穂発芽

難穂発芽・やや早生

難穂発芽・難脱粒品種の育成経過

はるかみどり従来のソバ品種

＊目盛りは1mm

難脱粒

「はるかみどり」

世界初の
難脱粒・難穂発芽
を併せ持つ品種
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「はるかみどり」のコンバイン刈遅れ収穫試験における子実重の

比較（意図的な刈遅れ試験）4作期平均（2023年夏まき、2024年

春まき・夏まき、2025年春まき）

40.1％減 21.8％減

標準品種 はるかみどり

成熟期刈区 刈遅れ区 成熟期刈区 刈遅れ区

「はるかみどり」 は刈遅れた場合のコンバイン収量ロスが
少ない。

「はるかみどり」の難脱粒性



全ての株が
穂発芽
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6月の日付

成熟期以降のほ場での穂発芽株率（2024）

NARO-FE-1

さちいずみ

信濃1号

常陸秋そば

キタミツキ

はるかみどり

穂発芽株が
ゼロ

はるかみどり

「はるかみどり」の難穂発芽性

「はるかみどり」 は既存の品種の中で、
最も強い穂発芽耐性を持つ



4

「はるかみどり」の収量性
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(春まき●、夏まき●）

「はるかみどり」と「各地域標準品種」

の子実重比較（2021-2025）

春まき：地域の品種と同等以上、夏まき：多収の傾向

2021-2025の新品種候補収量性
（試験地：熊本、関東、東北）

春まき

夏まき



最初の
香り

風味
(香り)

風味
(味)

後味
つなが

り
のびに

くさ
弾力

なめら
かさ

はるかみどり 5.2 3.9 4.0 4.1 4.0 4.4 4.4 4.4 4.4 38.8

NARO-FE-1
(春まき標準）

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 36.0

はるかみどり 4.9 4.1 4.3 4.4 4.3 4.2 4.2 4.3 4.2 38.9

常陸秋そば
(夏まき標準）

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 36.0

注5)　育成地・熊本県合志市で栽培した2023年夏まき、2024年春まきの収穫物を供試した

春まき

夏まき

注1)　国産ソバの8割以上を扱うソバ関連組合にて、当該組合の慣行法にて評価
注2)　配合：　ソバ粉80％、小麦粉20％

注3)　標準を4.0点に固定し、それに対し、「とても良い＝7点、良い＝6点、少し良い＝5点、同じ程度＝4点、少し
悪い＝3点、悪い＝2点、とても悪い＝1点」とした

注4)　*Mann–Whitney U検定で5％水準で平均ランクに有意差あり、**同1％水準、***同0.1％水準

表2　実需者における食味評価結果

色
香り 味 強度 食感

合計

**

*****

*** *

***

実需における食味評価

玄ソバの品質・製麺性は、従来品種と遜色ない



普及状況、種子の配付手続きについて

はるかみどり

関東、九州を中心とした
7県15か所に原種苗配付

2026年春まき分
→完売

2026年夏まき分
→6月下旬より契約開始

＊手続き開始から種子発送
までに、平均1.5か月要する

今後の原種苗配付について

普及状況





栽培のポイント

・脱粒しにくい品種ではあるが、刈遅れによって脱粒による
収量低下リスクが高まるため、適期での収穫につとめる。

・穂発芽しにくい品種ではあるが、春まき栽培で刈遅れると
穂発芽のリスクが増すため、適期での収穫につとめる。

・春まき栽培で収穫した種子を、直後の夏まき栽培に使用する
と発芽率が低くなることがあるため、使用は避ける。

＊花粉の交雑や野良生えによる品種の交雑・混入を避ける。

＊採種圃場を設け、種子更新を毎年行うことが理想である。

＊十分な距離的隔離（2 km）が取れない場合は長野県の報告が

参考となる可能性がある。

参考：丸山秀幸ら 北陸作物学会報「ソバ栽培における他品種との隔離距離と

交雑程度の関係」 57：51 ～ 54（2022）



今後の品種育成の展開

安定生産

品質改善

R7改訂：食料・農業・農村基本計画



今後の品種育成の展開

安定生産

品質改善（冷蔵保存耐性）

その他

高温耐性、連作障害

実需者ニーズに対応する新たな特性（冷蔵保存耐性等）を有す
る品種の開発・普及等を推進する。

多収・難脱粒性・難穂発芽性・耐倒伏性に加えて
幅広い作期・作型に対応可能な品種の開発・普及による単収・品質の向上

・東北向けの難脱粒・難穂発芽品種の開発

・耐倒伏性の導入

デンプン特性を改良したソバ品種の開発

原因究明および、育種素材の開発

東北地方 27%

36%

37%
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